






































7総点J僚の探索と，超高エネルギ-7線/宇宙線の強度比を調べたっ総イベント数は2.7 x 10' • li ve 










本研究は， (1み・印!創刊際協同研究としてインド・ウーティ(北緯1，40 .東経'/6.7" .標高2200m)に







ギ-7線/宇宙線の強度比を調べた。総イベント数は2.7XI0ti，LiveTimeは， 1. 1 x 10o秒である。
空気シャワーの到来方向の決定精度は約1.7" ，ミューオンカットによるパックグラウンド除去半は約90
%であった。これを用いて， Ootyにおいて観測可能な超高エネルギ-r線源候補30天体についてMuon
-poor空気シャワーのExcessを調べたと ζろ， AGN 2022-077の方向に約2.1σのExccssが得られた。ま
だ統計的に有意とは言えず，今後のデータの蓄積を待つ必要があるO
また， 50TeVから500TeVの範囲について， Muon-poorの現象と全ての現象の比かふ等方的 7線と宇宙線
の比のUppcrLimìt(90~C.L.) を算出した。 200TeV~500TeVの範囲で、の値< 3 x 10 3は.世界中で最も厳
しい制限となっており，最高エネルギー宇出線101‘cV以上の発牛.・伝播モデルの解明に新たな制限を与え
fこ。
以上の様に.卒論文は，新たに建設された空気シャワー中の電磁成分検出器と大型ミューオン検出誌の
連動実験で，両成分を精密測定し， Muon-poor現象を通じて点源探索を行ない，可能性の高い新たな 7線源
を見出し，等方的ガンマ線と宇宙線の比については.世界で最ーも厳しい制|慢を与えた。この成果は，超高
エネルギー宇宙粒子線および天体物理学の分野の研究に大きく貢献するもので，博士(理学)の学位を授
号・するに航するものと審査した。
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